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［野菜部門］ 

４．トマトかいよう病菌の雨除け栽培圃場における土着化 

 

［要約］ 

本県各地の雨除け栽培圃場で発生しているトマトかいよう病は、広域的な共通の伝染

源によるものではなく、地域でそれぞれ異なる遺伝系統の病原細菌が伝染源として土着

している可能性が高い。 

［担当］ 病虫研究室 

［連絡先］電話 086-955-0543 

［分類］ 情報 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

近年、菌株間の遺伝的な違いを検出できる rep-PCR 法（特異的な遺伝子反復配列の連

鎖的増幅法）による DNA フィンガープリント解析が普及しつつある。そこで、rep-PCR

法を用いて本県のトマトかいよう病発生圃場より分離したトマトかいよう病菌の個体識

別を行い、伝染経路を解明する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．rep-PCR 法により、各地域の雨除け栽培圃場のトマト罹病株から分離されたトマトか

いよう病菌の DNA バンドパターンは採取地域によって異なっており、4 つの型（A 型～

D 型）に類別される（図１）。 

２．2005～2008 年の分離菌株（全 171 菌株）における rep-PCR 法の DNA バンドパターン

は毎年地域や圃場ごとに同じであることから、それぞれの圃場に土着していると考えら

れる（表１）。 

 

  以上の結果から、トマトかいよう病の第一次伝染源である種子伝染、土壌（残渣）伝

染の内、土壌（残渣）伝染が最も疑われる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．発病株の残渣が土壌中や表面に残存すると伝染源となるため、発病株の早期抜き取り

や植物残渣の持ち出しを行う。 
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年

分離
2006年

分離
2007年

分離
2008年

分離

真庭市 A 12 3 8 13

津山市 B NT
z NT NT 8

真庭市 C 17 4 8 32 B型

真庭市 D NT 2 19 8

真庭市 E NT NT 10 NT

F 10 NT NT NT

G NT 4 2 NT

H NT 2 1 3

I 2 NT NT NT

J NT NT 3 NT

バンドパ
ターンによ
る遺伝子型

z 
NT＝調査せず、または発病株が認められない。

表1　供試菌株とrep-PCR法による遺伝型類別（全171菌株）

高梁市

D型

高梁市

場所

A型

C型

調査菌株数

圃場
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図１ 県内で分離されたトマトかいよう病菌の遺伝子の一部を BOX 領域

増幅用プライマーにより増幅させた rep-PCR 産物の電気泳動写真 

バ ン ド パ タ

ーンによる 

遺伝子型 A 

DNAマーカー 

真庭市 A圃場分離菌株①（2006年） 

真庭市 A圃場分離菌株②（2007年） 

真庭市 C圃場分離菌株①（2006年） 

真庭市 C圃場分離菌株②（2007年） 

真庭市 D圃場分離菌株①（2006年） 

真庭市 D圃場分離菌株②（2007年） 

高梁市 G圃場分離菌株①（2006年） 

高梁市 G圃場分離菌株②（2007年） 
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